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表紙

.根上明石の偏光顕微鏡写真:根上(ねあがり)限石は,

1995年2月18目深夜,JR北陸線寺井駅に近い石川県能

美郡根上町大成の商店街の一角に駐車中の,笹谷啓一氏

(発見者)所有の白い乗用車のトランクに落下した.火球

の目撃証言および贋石孔の形状から,同夜23:55頃に北

方の日本海上空から落下したものと推定される､衝突時

に分裂したが,3259の最大破片をはじめ多数の小破片

が回収された･金沢大学での鉱物の化学分析や放射能測

定によってL6型球粒明石(コンドライト)であることが

わかった｡表紙の偏光顕微鏡写真に見られるように,球

粒の組織はよく保存されているが,基質は完全に再結晶

している､(写真と文:金沢大学理学部石渡明)
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